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本計画は、以下に示すような南房総地域（千葉県館山市・鴨川市・南房総市・鋸南町）

の特性や課題などをふまえ、三市一町が一体となった「南房総地域観光圏」を形成すると

ともに、今後の方向性や具体的な取り組み内容について取りまとめるものである。 

次頁以降に、これらの特性や課題などについて概述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0．本計画策定の背景 

【南房総地域の特性や課題】 

◆豊かな自然・農漁村風景と温暖な気候に特色づけられる地域観光の展開への期待 

◆日帰り観光から滞在型観光への転換に求められる広域的展開 

◆広域的な魅力コンテンツを活かした教育旅行・ニューツーリズムの台頭 

◆広域で束ねることにより多様なニーズに応え得る、複数の宿泊施設集積地区 

◆旅行会社が南房総に求める「地域観光圏としてのまとまり」 

「南房総地域観光圏」の形成 

お客様（観光客）にとって、行政の境は関係ない。 

南房総地域全体をめざしてやってくることを前提とした 

広域連携の展開により、ゆっくり滞在して楽しめる 

新たな南房総ツーリズムの創出へ 
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◆千葉県の地形の分布 

南房総地域 

出典：「千葉学ブックレット 都市と自然環境Ⅰ・ミ

ツバツツジはささやく－房総・里山の社会生

態学」（小林達明・古賀陽子／千葉日報社）

◆豊かな自然・農漁村風景と温暖な気候に特色づけられる地域観光の展開への期待 

千葉県の地勢は、急峻な地形を持つ南部と平坦な大地からなる北部とに大きく二分でき

る。南房総地域（館山市・鴨川市・南房総市・鋸南町）は、この千葉県の房総半島最南端

に位置し、三方を海に囲まれるとともに、内陸は県下最高峰の愛宕山（408ｍ）をはじめ 300

ｍ以上の山が連なり、急峻な山地が形成される。鴨川市の山間部の大山千枚田を始め、山

間部には棚田などの美しい農村風景が見られる。 

また、南房総地域は、黒潮の影響により温暖な気候に恵まれる。南房総市の白浜・千倉

地区などには無霜地帯がみられ、露地栽培による花卉の栽培が盛んである。また、黒潮が

東京湾の湾口部に流れ込むことによるサンゴの発達など、豊かな海の自然も見られる。ま

た、黒潮は紀州をはじめとした西国の人や物資を運ぶ文化交流ももたらした。 

 温暖な気候は、近代では、南房総地域の避寒地としての発展をもたらした。明治時代に

は、汽船の就航とともに余暇を過ごす来房者や療養のための来住者が姿を見せるようにな

る。やがて水泳教練の学生たちが訪れはじめ、大正時代に鉄道が開通すると、夏の短い余

暇を海水浴で楽しむ人々がさらに急増していった。会社や学校、自治体などの保養所が数

多く設けられたほか、臨海学校なども盛んに行われるなど、観光交流が栄えていった。 

 近年では、こうした避暑・避寒地としての隆盛も徐々に消え、多くの保養所も閉鎖され

るに至っている。しかし、こうした豊かな自然環境に着目した様々な体験活動が展開され

るなど、地域の自然風土は今なお地域の観光・交流の礎をなす要素となっており、こうし

た自然環境を守りながら観光客に楽しんでもらう地域観光の展開が期待されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『新日本ガイド（房総 水郷 茨城）』より 

◆黒潮の影響による温暖な気候 
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◆日帰り観光から滞在型観光への転換に求められる広域的展開 

南房総地域における観光入込み客数は、1997 年 12 月のアクアライン開通後に増加を見た

ものの、近年は再び減少傾向が見られる。また、日帰り客が８割を占めること、自動車旅

行客が約９割を占めることが特徴的である。こうした状況の中、2007 年 7 月の館山自動車

道の全線開通、2010 年春の館山港観光桟橋の供用開始など、広域交通ネットワークの整備

によって、より多くの観光客を誘致できる大きな可能性を有する一方で、時間距離短縮に

よるさらなる日帰り化も懸念されるところである。南房総地域における観光産業は、宿泊

事業者や飲食事業者、交通事業者、さらには第一次産業も含めた、地域を包含する主要産

業であり、広域交通ネットワークの整備効果を地域へと効果的に波及させるためには、南

房総地域の広域での魅力や観光サービスの結束と質の向上により、観光客の滞在促進を目

指すことが急務である。 
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）1997 年 12 月 

アクアライン開通 

◆南房総地域の観光入込客数および自動車比率・日帰り率の推移 

 

2007 年 7 月

館山道全通

◇バブル崩壊以降、観光入込み客数が徐々に減少

◇アクアライン開通前と同程度に減少 

◇増え続ける日帰り客 

◆ＪＲ内房特急 

東京～館山・千倉 約２時間 

◆アクアライン・館山自動車道 

東京～富浦 約２時間 

◆高速バス 

 東京～館山・白浜 約２時間半 

◆ジェット船 

竹芝～館山 約１時間半 

（現在季節運行） 

◆圏央道（事業中） 

◆高速バス 

（アクアライン経由） 

 東京～鴨川 約２時間 

◆ＪＲ外房特急 

 東京～鴨川 約２時間 

南房総地域 

◆南房総地域へアクセスする広域交通ネットワーク 

 アクアライン 

ＪＲ内房線 

ＪＲ外房線 

圏央道 

館山道 

ジェット船 

2010 年春に館山港の多目的観光桟橋

が供用開始予定 

⇒南房総地域の新たな玄関口となる 

館山港 
多目的桟橋整備（H18d～H21d)

（港整備交付金）
（岸壁(-7.5m）、道路、浮桟橋）

親水護岸

交流広場
プロムナード

駐車場

多目的桟橋整備（H18d～H21d)
（港整備交付金）

（岸壁(-7.5m）、道路、浮桟橋）

親水護岸

交流広場
プロムナード

駐車場
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◆広域的な魅力コンテンツを活かした教育旅行・ニューツーリズムの台頭 

南房総地域においては、NPO 活動団体などが中心となって、体験・交流プログラムの開発

と提供が盛んに行われている。こうした取り組みは、観光客の受入数の爆発的な増大は望

めないものの、質の高い新たな南房総観光の魅力として、従来の海水浴や花摘み・いちご

狩り、観光施設とともに、極めて大きな位置づけを占めるに至っている。これらの活動は、

基本的にはそれぞれの NPO 団体が持つフィールドにおいて展開されているが、中には、南

総里見八犬伝に代表されるような、行政区域を越えた広域で資源を結んでこそ、ストーリ

ー性を生むことができるテーマ・資源も見られる。 

2007 年 2～4 月に実施された、ちばデスティネーション・キャンペーンでは、南総里見八

犬伝などをテーマとした広域的な旅行商品が販売されて効果を上げたほか、2007 年秋には

ニューツーリズム創出・流通促進事業によってクジラ料理をテーマとした広域的なツアー

を催行するなど、広域的な魅力コンテンツを活かした観光サービスを提供し、好評を得て

いる。南房総地域における魅力的な観光サービスを今後とも提供していくにあたっては、

こうした取り組みを今後とも継続発展させることが不可欠となっている。 

さらに、近年では教育旅行・修学旅行の誘致も進められている。この中では、南房総地

域全体をフィールドとし、海・山の自然や、戦争遺跡による平和学習などを結んだサービ

スが提供されており、今後のさらなる誘致促進のため、広域的に分布するコンテンツを教

育現場のニーズに合わせてコーディネートして提供する体制の構築が急務となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆さまざまな体験型観光の展開 

祭り寿司 大山千枚田 鯛のまちボランティアガイド

岩井・漁業体験 沖ノ島 八犬伝浪漫紀行

赤山地下壕・平和学習

教育旅行の受入れ推移（館山・南房総市）
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◆教育旅行の受け入れ推移（館山・南房総市） 

3 市 1 町が連携、㈱日本旅行

をパートナーに迎え、房総捕

鯨の歴史やクジラの食文化を

テーマとした 1 泊 2 日のモニ

ターツアーを実施（平成 19 年

11 月）。3 回の実施、募集人員

100 名に対して、計 146 名が

参加。 

 
※国土交通省 ニューツーリ

ズム創出・流通促進事業 

◆ニューツーリズムの展開 
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◆広域で束ねることにより多様なニーズに応え得る、複数の宿泊施設集積地区 

南房総地域では、海水浴や海浜リゾートなどに供する宿泊施設の集積地区が、海岸沿い

に複数見られる。しかし、これらの宿泊施設集積地区は、民宿が集積する地区、ペンショ

ンが集積する地区、大型のホテルや旅館が集積する地区など、それぞれ個性を有している。

近年では宿泊客の伸び悩みの中で、各宿泊業者は厳しい経営を迫られているところであり、

宿泊を伴う滞在型観光の促進による宿泊再生は喫緊の課題となっている。その中で、それ

ぞれの宿泊施設集積地区の個性を活かしつつ、これら個性を束ねて広域的にプロモーショ

ンを行っていくとともに、宿泊施設と地域資源との連携を広域的に進めていくこと、観光

客の多様なニーズに訴求し得るものであり、宿泊再生において極めて大きな意義を有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南房総地域全体　29,549人

4,997

10,413

11,845

1,185

906

203

富山　6,252人

100

6,242

000

鴨川　4,963人

1,005

2,489

964

287

200 18

天津小湊　4,113人

1,429

1,730

927

27

0

0

鋸南　730人

95

70

320

60

0

185

富浦　1,265人

17

745

274

0

229

0

丸山　92人

0

77

0

15

0

0

三芳　32人

000

32

00

和田　424人

125

0

211

40

48
0

白浜　4,633人

516

3,099

993

25

0

0

館山　4,874人

1,054

1,892

888

611

429 0

旅館

ホテル

民宿

ペンション

公共の宿

その他

天津小湊 4,113 人（9） 

鴨川 4,963 人（9） 
丸山 92 人

和田 424 人 
三芳 32 人

千倉 

2,171 人（3） 

千倉　2,171人

746

311

1,026

88

0

0

白浜 4,633 人（8）

館山 4,874 人（8） 

富浦 1,265 人（2） 

富山 

 6,252 人（24） 
鋸南 730 人（1） 

南房総地域全体 29,549 人 

※（）内の数字は、当該地区において 100 人以上の

収容力を持つ宿泊施設の軒数 

データ出典；館山・鴨川・南房総市・・・各市観光担当部局からの提供データによる。 

      鋸南町・・・鋸南町観光協会のホームページに掲載された通年施設に電話にてヒアリング。 

※各施設の経営形態の別は、旅行業法上の分類ではなく、ホームページなどで一般に紹介されている分類を優先。 

◆南房総地域の宿泊収容数（※旧市町村単位で表記）  

◇旅館・ホテルが多くを占める・・・・鴨川地区／天津小湊地区／白浜地区 

◇旅館・民宿が多くを占める・・・・・千倉地区／和田地区／鋸南町 

◇旅館・ホテル・民宿・ペンションがほぼ均等にある・・・館山市 

◇ホテル・民宿が多くを占める・・・・富浦地区 

◇民宿に特化している・・・・・・・・富山地区 

出典；南房総地域における観光圏調査報告書、

平成 20 年 3月、国土交通省関東運輸局
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◆旅行会社が南房総に求める「地域観光圏としてのまとまり」 

2008 年 2 月に実施された、全国旅行業協会（JATA）による、館山市・南房総市への視察

の中で、南房総地域の今後の観光において求められるものについて聞いたアンケート調査

の中では、「地域観光情報の一元化」「交通ネットワーク（二次交通）の創出」「地域観光圏

としてのまとまり」「宿泊施設と地域の連携による滞在プログラム開発」といったものが上

位に挙げられている。 

先に挙げたニューツーリズムの提供や教育旅行・修学旅行の誘致促進に際しては、旅行

会社とのタイアップも必要不可欠であり、旅行会社の視点からも広域的展開が求められて

いるという点は重視すべき事項である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のように、今後の南房総地域における観光の発展、さらにこれによる豊かな地域の

暮らしを実現していくためには、これまでの各市町における取り組み実績を持ち寄り、広

域的な取り組みとしていくことが求められている。 

本計画は、こうした要請に応えるため、館山市・鴨川市・南房総市・鋸南町の４市町が

一体となった「南房総地域観光圏」を形成するとともに、今後の方向性や具体的な取り組

み内容について取りまとめるものである。 

※集計結果／複数回答・優先順位（１位に５点～５位に１点）で積算 

№ 区  分 点数 備  考 

１ 地域観光情報の一元化 20  

２ 交通ネットワーク（二次交通）の創出 20  

３ 地域観光圏としてのまとまり 19  

４ 宿泊施設と地域の連携による滞在プログラム開発 19  

５ ニューツーリズム時代に向けた地域ガイドの育成 17  

６ 季節・物語性のある周遊プログラムの開発 12  

７ オンリーワン資源としての「地域の食文化」の創出 9  

８ 観光振興に携わる専門的な人材の育成 8  

９ 「ドラ旅」等他業種とのネットワーク 7  

10 地域コーディネーター機能 7  

11 環境保全・景観形成への取り組み 6  

12 宿泊施設と地域の連携による食文化開発 6  

13 農漁業交流プログラムの開発 0  

14 その他 0  

 

◆ＪＡＴＡの視察におけるアンケート結果「南房総地域に求めるもの」 
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南房総地域の各市町の個性を活かした広域連携（観光圏）への取り組みの多くは、今ま

で単一で行われていた。今後、これらの取り組み成果を持ち寄り、広域連携による観光圏

として取り組みを進めることは、単独では着手が困難であった観光施策をはじめ、新たな

旅行商品の開発や情報の一元化（ワンストップサービス）の実現など、相互の資源（人・

活動・情報・機能・知恵）を結集した新たな観光サービスの提供を可能とする。 

これらを踏まえ、南房総地域の三市一町が広域的に連携することによる、観光圏の整備

による観光旅客の来訪及び滞在の促進に関する基本的な方針を、以下のように設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．観光圏の整備による観光旅客の来訪及び滞在の促進に関する基本的な方針 

◆南房総観光圏整備の基本的な方針 

 （観光圏の整備による観光旅客の来訪及び滞在の促進に関する基本的な方針） 

（１）市場の動向を把握し、マーケティングの視点に立って戦略的展開を図る 

（２）ターゲットを絞った誘致策を展開する（自動車旅行・家族旅行・教育旅行・外国人）

（３）旅行会社等との連携による教育旅行や着地型旅行商品（ニューツーリズム）の開発

をさらに促進する 

（４）自然・歴史資源の保全と活用に資するコミュニティビジネス創出と観光まちづくり

を推進する 

（５）「（仮称）南房総観光カレッジ」を創出し、総合的な観光人材の育成を促進する 

（６）地域コーディネーター機能を確立する 
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（１）市場の動向を把握し、マーケティングの視点に立って戦略的展開を図る 

・旅行ニーズの多様化や旅行の個人化が進む中で、これまでのように観光客を一律に

とらえた売り込みには限界がある。地域自らが、細分化が進んでいる市場実体を的

確に把握するなど、マーケティングを重視した誘客方策を展開していくことが重要

となっている。 

・しかし、南房総地域においては、千葉県の観光統計に反映される観光入込み数など

の調査は行われているものの、マーケティングに資する基本データの収集は行われ

てきていない。特に、南房総地域の観光における消費単価や質的評価については、

地域活性化に資する観光産業の展開を考える上で重要であるが、これまでのデータ

の蓄積はない。 

・そこで、今後は、南房総地域の共同による広域的な観光統計データの集約やＩＴ技

術を活用した各種アンケート調査の集積をはじめ、各旅行会社等が有する観光動向

データとの共有化を図るなど、旅行会社や大学などの企業・専門機関との連携によ

るマーケティング手法を確立し、戦略的な展開につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般的・全国的なデータや、個別的・簡易的なアンケート調査結果 

◆南房総地域の宿泊施設へのアンケート～利用するお客さまの姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆自動車旅行客が求めるサービス 

利用するお客さま

65

33

55

10

35

13

24

2

20

0 10 20 30 40 50 60 70

ファミリー

若者
カップル

中高年
夫婦

中高年女性
グループ

中高年友人
グループ

団体旅行

学生

外国人

その他

件

（％）

出典：「平成 19 年度版 観光の実態と動向」（社団法人日本観光協会）

平成 19 年 3 月実施 

有効回答数：９６票 

南房総地域における

マーケティング手法の

確立へ 

 

◇他地域との比較など

を通じた南房総地域

のポジショニングの

分析 

 

◇きめの細かいニーズ

把握による戦略的な

施策立案 

 

◇効果的な取り組みへ

の注力 

 

◇継続的調査の実施に

よる取り組み実施の

効果測定 

 

など
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（２）ターゲットを絞った誘致策を展開する（家族旅行・教育旅行・外国人など） 

  ・従来、行政等が中心となって進められてきた観光客誘致活動は、公平性の観点から

地域の幅広い資源を総花的に宣伝しがちであった。しかし、先に見たように、南房

総地域の観光客は一律ではなく、中高年・ファミリー層が多いことや近年教育旅行

の受け入れが進められているなどの特徴がある。そのため、実質的な効果をあげる

ためには、地域の観光資源を観光客の興味に合わせて絞り込み、圏内１０ヶ所の道

の駅で構成する「道の駅ネットワーク」などとも連携しながら、観光客の属性に即

して効果的な魅力を強く訴えていくという戦略も必要となっている。 

  ・他地域との競争の上でも、南房総地域を宣伝する観光資源の絞込み、他地域との差

別化が重要となっている。今後は、国、さらには年齢などによって異なる観光客の

ニーズや特性を把握し、他の観光地に比べ、南房総地域がどこに魅力があるのかを

分析し、観光客の特性に応じたニーズに対応して観光資源を絞り込み、地域の魅力

を的確に発信していく、マーケティングを重視した誘致策の展開を図る。 

  ・南房総地域における特徴的なターゲットとしては、特に「家族旅行」「教育旅行」「外

国人」といったものが考えられる。また、利用交通機関に着目すると、自動車旅行

客と公共交通利用客の双方へのサービスのレベルアップが求められる。南房総観光

圏に関わる取り組みを今後展開していくに当たっては、まずこうしたターゲットに

絞り込んだ誘致策を展開し、そこから徐々に裾野を広げ、将来的にはより広い観光

客特性にも対応できる観光地を目指す、という段階的な展開が有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆南房総地域における特徴的ターゲット 

家族旅行 
・豊かな自然環境や花など、中高年層に好まれる魅力を多く

有する地域特性 

・南房総地域への宿泊観光客の多くを占める有望ターゲット

教育旅行 
・豊かな自然環境や体験プログラムの充実など、教育プログ

ラムの一環として有効なコンテンツを有する地域特性 
・近年の取り組みにより順調に受け入れを伸ばし、宿泊も伴

う有望ターゲット 

外国人 
・外国人にも訴求しえる豊かな自然や里の環境を有するとと

もに、首都圏に近接し、首都圏在住の外国人や成田・羽田

空港利用の外国人観光客を誘致し得る地域特性 

・南房総地域にとっては新たなターゲットであるが、おもて

なしのあり方を教えてくれる貴重なターゲット 

ターゲットを絞った 

誘致策の展開へ 

◇効果的・集中的な施

策立案と展開 

◇広域展開による更な

るステップアップ 

◇特徴的な観光地とし

ての地位確立による

対外的訴求力の向上 

◇取り組み効果を見え

やすくすることによ

る対内的訴求力の向

上（効果が見えるこ

とでみんながやる

気・本気に） 

など 

す
べ
て
の
観
光
客
特
性
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）に
満
足
し
て
も
ら
え
る
観
光
地
と
し
て
の
充
実
へ 

自動車利用客 
・高速道路、道の駅の充実、海辺の

ドライブなど、自動車旅行の利便

性・魅力度の高い地域特性 

・アクアライン、館山道の開通に続

き、圏央道の整備も進められてお

り今後とも有望なターゲット 

・現在の南房総地域への観光客の 8

割以上を占める有望ターゲット 
 

公共交通利用客 
・JR 内房線・外房線特急、高速バ

スにより東京と 2時間程度で結

ばれる地域特性 

・近年の高速バスの増発、平成 21

年度末の館山港観光桟橋の供

用開始により、今後の来訪増が

見込まれる有望ターゲット（地

域内の二次交通の充実が喫緊

に求められる。） 



 
10

（３）旅行会社等との連携による教育旅行や着地型旅行商品（ニューツーリズム）の開発

をさらに促進する 

  ・現在、各旅行会社において、国内旅行需要の変化に伴い、従来の発地中心の営業を

基軸とした取り組みから、新たな国内旅行の活性化に向けた取り組みとして、着地

側の地域との連携・協働による「着地型旅行商品」のモデル開発が進められるなど、

旅行会社が地域の観光資源開発にかかわる動きが広がってきている。また、体験型

のプログラムやテーマ性のあるガイドツアーなどを組み合わせた教育旅行の開発も

進められている。 

  ・南房総地域への旅行者数を増やすためには、一過性の観光イベントだけではその効

果も限定的となり、今後は多様化する旅行ニーズに応じた、テーマ性・周遊性に優

れたきめ細かな旅行商品の開発が求められる。 

・南房総地域における地域資源を活用した魅力ある旅行商品を効率的に開発および販

売するためには、旅行会社が有する情報やノウハウを資源開発と販売戦略に活かし

た、教育プログラム・着地型旅行商品の共同開発や相乗効果の高いプロモーション

活動の展開が有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆旅行会社等との連携による教育旅行や着地型旅行商品（ニューツーリズム）の開発～これまでの取り組み 

◆ちばデスティネーションキャンペーン（平成 19 年２月～４月） 

◇ＪＲ・千葉県を中心に関東エリア初となるちばＤＣを開催 

◇ＪＲびゅう商品など、着地型旅行商品の実践 

◇北総地域  ：前年対比 14.0％増 

◇九十九里地域：前年対比 02.6％増 

◇東葛地域  ：前年対比 03.9％増 

◇南房総地域 ：前年対比 13.2％増 

◆ニューツーリズム創出・流通促進事業（平成 19 年秋季／南房総３市１町） 

◇日本風景街道「南房総・花海街道」コースによるモニターツアーの実施 

◇房総捕鯨の歴史を巡る「語り部と行く・房総くじらめぐり」 

 ※日本旅行との連携（プロモーションパートナーシップ） 

 ※１泊２日・全３回（11 月 17 日～18 日・23 日～24 日・24 日～25 日） 

 ※モニター146 名参加 

 

 

 

◇宿泊施設とＮＰＯの連携による「たてやま平砂浦エコウォーク～海岸浴物語」 

 ※近畿日本ツーリストとの連携 

 ※１泊２日・全２回（11 月 24 日～25 日・12 月１日～２日） 

 ※モニター14 名参加 

 

旅行会社等との連携による教育旅行や着地型旅行商品（ニューツーリズム）の開発のさらなる促進へ
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（４）自然・歴史資源の保全と活用に資するコミュニティビジネス創出と観光まちづくり 

を推進する 

  ・南房総地域の各地で活躍しているＮＰＯ等による、地域の豊かな自然・歴史資源を

活用した体験型観光への取り組みは、地域の人々が自らの地域をガイドすることで、

自ずと観光客との交流の場が創出されるとともに、自らの知識や経験を社会に還元

しながら、「ふるさと」を再考する地域住民同士の交流の場が生まれるなど、新しい

コミュニティを作り出すことにも繋がっていく。 

・市民・ＮＰＯを中心とするコミュニティビジネスの視点に立った新たなツーリズム

の創出は、多様な主体の参画と地域産業との連携を育む「観光まちづくり」の原動

力として期待されるものであり、その推進を図る。 

・南房総地域の観光や地域づくりに関する各種会議においては、地域の人々の口から

必ず地域の自然の魅力と大切さが語られる。また、公的な事業の中でも、高潮・侵

食対策の海岸事業における背後地の観光・文化・レクリエーションゾーンと一体と

なった事業実施、館山港の港湾整備における海辺の環境と一体となった港湾振興の

検討など、環境と観光の融合が図られている。そこで、南房総地域観光圏整備にお

いては、ガイド等によるツーリズムの創出とともに、その大前提として、こうした

自然・歴史の環境を保全することを重視し、「環境にやさしい南房総ツーリズム」を

創出することとする。 

 

（５）「（仮称）南房総観光カレッジ」を創出し、総合的な観光人材の育成を促進する 

  ・今後、南房総地域の資源を活用した着地型旅行商品（ニューツーリズム）の開発を

進めていく上で、各拠点をフィールドとする地域ガイドや、広域的に活動するコー

ディネーターガイドなど、幅広い人材の育成が求められている。 

  ・各宿泊施設におけるスタッフ等の人材育成を含め、既存のＮＰＯによる人材育成機

能をベースに、産学官民（宿泊施設・ＮＰＯ・地域・行政・大学等）との連携など

による広域的な観光人材育成システム「（仮称）南房総観光カレッジ」を創出し、南

房総地域が観光圏として一体となった取組み推進の担い手となる人材を育成する。 

 

（６）地域コーディネーター機能を確立する 

  ・南房総地域における観光圏整備（広域連携・観光まちづくり）を積極的に進めてい

くための、広域観光のコーディネーター機能を確立する。 

・地域コーディネーターには、①滞在・体験メニューと人材の開発・コーディネータ

ー機能、②地域素材の品質管理、③情報ターミナル機能、④プロモーション機能、

⑤各種相談・対応・調整などの機能・役割が求められる。 

  ・地域コーディネーター機能を成立させるためには、①地域が求める機能創出に向け

た調査研究・コンセンサスの形成、②長期的な視点に立った地域全体への経済波及

として評価、③直接・間接的にメリットを受ける民間企業・団体を巻き込んだ体制・

仕組みづくりなどが必要とされる。 
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南房総地域観光圏整備における区域については、千葉県館山市・鴨川市・南房総市・鋸

南町の三市一町の行政区域を対象とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．南房総地域観光圏の区域 

■南房総地域観光圏整備の対象区域 

 ～圏域内は、鉄道（ＪＲ内房線、外房線）や道路（国道、房総フラワーライン、長狭街道）により、

広域的な周遊交通ネットワークで結ばれる。 

  そして、そのネットワーク上には、体験交流拠点にもなる道の駅や観光施設のほか、宿泊施設の集

積地区（事項に示す滞在促進地区）も分布する。 

【交通結節点】 

安房小湊・・・東京と結ぶＪＲ外房特急が停車 
安房鴨川・・・東京と結ぶＪＲ外房特急、高速バスが発着／天津方面、鋸南方面、千倉方面に主要道路が分岐

千倉・・・・・東京と結ぶＪＲ内房特急の一部が発着 
白浜・・・・・東京と結ぶ高速バスが発着 
館山・・・・・東京と結ぶＪＲ内房特急、高速バスが発着 

館山港観光桟橋が 2010 年春に供用開始予定（現在は竹芝・大島へのジェット船が季節運行） 
富浦方面、白浜方面、千倉方面に主要道路が分岐 

富浦・・・・・東京と結ぶＪＲ内房特急、高速バスが停車／館山自動車道の終点となるＩＣ 
富山・・・・・東京と結ぶＪＲ内房特急、高速バスが停車／館山自動車道のＩＣあり 
鋸南・・・・・東京と結ぶＪＲ内房特急が停車／館山自動車道のＩＣあり 
       富津方面、鴨川方面、富浦方面に主要道路が分岐 
[圏外]（浜金谷・・・久里浜方面と結ぶフェリーが発着） 
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南房総地域観光圏整備における滞在促進地区の区域については、下図および次頁の表に

示す 10 地区を設定することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．滞在促進地区の区域 

■滞在促進地区の位置図 

天津小湊地区

鴨川地区 

和田地区 

千倉地区 

白浜地区 

平砂浦地区 

館山地区 

富浦地区 

富山地区 

鋸南地区 
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【滞在促進地区の一覧（1/4）】 

地
区
名 

滞在促進地区の名称及び範囲

並びに宿泊施設数 
設定理由 主な観光資源とその概要 

天
津
小
湊
地
区 

範囲：鴨川市小湊、天津、四方

木、清澄、内浦、浜荻 

 

宿泊施設数： 57 

・大型の旅館などが多く集積

しており、誕生寺や清澄寺

などの歴史的風情と、鯛の

浦などの自然の中で滞在

できる魅力を有すること

から設定。 

 

誕生寺：1276 年、日蓮聖人誕生の地に

弟子達が建てたお寺。津波な

どの被害により現在の地に。

鯛の浦：聖人の誕生を祝って鯛が群れ

たという。今も群れ泳ぐ鯛を

遊覧船から見ることができ

る。ボランティアガイドの地

域案内もある。 

清澄寺：聖人がこの山頂の旭日に向か

って悟りを開いたといわれ

る。山頂からの朝日は日本の

朝日百選に選定されている。

鴨
川
地
区 

範囲: 鴨川市横渚、貝渚、宮、

広場、江見吉浦、江見青

木、江見太夫崎、江見東

真門、江見内遠野、東江

見、寺門、西町、前原、

太海、太海西、太海浜、

太尾、仲町、天面、東、

二子、粟斗、東町、平塚、

北小町、和泉 

 

宿泊施設数：120 

・大型の旅館やホテルなどを

含め宿泊施設が多く集積

しており、鴨川の市街地・

漁師町の風情や大山千枚

田など農山漁村の風情を

楽しみながら滞在できる

魅力を有すること、さらに

「おらが丼」という食の魅

力も有するから設定。 

 

鴨川シーワールド：シャチのパフォー

マンスのほか、海中の疑似体

験や水に関わる生き物の生態

系の学習ができる。 

仁右衛門島：猟師町太海の海に浮かぶ

自然豊かな島。手漕ぎ船で渡

る。 

大山千枚田：東京に一番近い棚田の里。

山間の 375 枚の水田を保存会

が管理。棚田をキャンドルで

灯す夜祭りなどイベントを開

催。 

おらが丼：地元食材をベースとした「お

らが＝我が家」自慢の丼。市

内各店それぞれが工夫した丼

を提供。 
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【滞在促進地区の一覧（2/4）】 

地
区
名 

滞在促進地区の名称及び範囲

並びに宿泊施設数 
設定理由 主な観光資源とその概要 

和
田
地
区 

範囲：南房総市和田町和田、下

三原、上三原、花園、海

発、柴、真浦、仁我浦、

白渚 

 

宿泊施設数：19 

・小型の民宿・旅館が集積し

ており、サーフィンや海水

浴、漁村の風情などを楽し

みながら滞在できる魅力

を有すること、さらに鯨料

理という食の魅力も有す

ることから設定。 

 

和田浦海水浴場：環境省が指定する「快

水浴場百選」に選ばれた、サ

ーファーにも人気の海岸。 

花嫁街道：山から海へと嫁ぐ花嫁が歩

いたといわれる街道。現在は

ハイキングコースとして親し

まれている。 

鯨料理：和田は日本有数の捕鯨基地で

あり、21 軒の鯨料理のお店で

刺身やステーキなどで味わう

ことができる。 

千
倉
地
区 

範囲：南房総市白子（旧丸山

町）、南房総市千倉町忽

戸、瀬戸、千田、川口、

大川、南朝夷、白間津、

白子、平磯、平館、北朝

夷 

 

宿泊施設数：80 

・民宿・旅館が多く集積して

おり、南房総地域の最大の

魅力要素である花畑（近年

ライトアップも実施）、サ

ーフィンや海水浴、漁村の

風情などを楽しみながら

滞在できる魅力を有する

こと、さらに花料理という

食の魅力を有することか

ら設定。 

 

露地花畑：温暖な無霜地帯で営まれる

露地花畑。12 月には花が咲

き始め一足早い早春の花摘

みを楽しめる。近年は花畑

のライトアップなども始め

られている。 

高家神社：日本で唯一、料理の神様を

祀る。毎年 10 月 17 日と 11

月 23 日に奉納される「包丁

式」では一切手を触れずに

魚を調理する妙技が見られ

る。 

花料理：千倉民宿組合などが開発した、

美しくヘルシーな料理。花

を使った天ぷらや鍋料理が

楽しめる。 

白
浜
地
区 

範囲：南房総市白浜町乙浜、白

浜、根本、滝口 

 

宿泊施設数：65 

・小型の民宿・旅館のほか、

大型の旅館・ホテルも集積

しており、南房総地域の最

大の魅力要素である花畑、

里見や海の歴史文化など

を散策しながら楽しむこ

とができることから設定。

 

露地花畑：千倉地区同様、一足早い早

春の花摘みが楽しめる。 

野島崎：房総半島最南端にあり、白亜

の灯台が建つ。海底透視船や

海洋博物館にて、海の自然と

伝統文化にふれることもでき

る。 

杖珠院：房総里見氏の菩提寺。初代義

実は野島崎に上陸し、白浜に

居城を構えた。今は杖珠院の

墓に眠る。周辺には自然・歴

史散策用のサインも整備され

ている。 
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【滞在促進地区の一覧（3/4）】 

地
区
名 

滞在促進地区の名称及び範囲

並びに宿泊施設数 
設定理由 主な観光資源とその概要 

富
山
地
区 

範囲：南房総市高崎、久枝、

市部、小浦 

 

宿泊施設数：121 

・民宿が多く集積しており、

里海・里山の豊かな環境を

楽しみながら滞在できる

こと、特に民宿が連携して

展開する漁業体験なども

楽しめることから設定。 

 

岩井海岸：遠浅で穏やかな海で海水浴

が楽しめるほか、岩井民宿

村（地区内の民宿が連携）

では、地引網など漁師体験

も実施している。また、夕

陽なども幻想的な風景。 

富山・伊予が岳：南総里見八犬伝の舞

台ともなった富山、安房の

妙義山といわれる伊予が

岳が眺められる。これら山

地はハイキングコースと

しても親しまれる。 

富
浦
地
区 

範囲: 南房総市富浦町原岡、多

田良、南無谷、福沢、豊

岡 

 

宿泊施設数：49 

・大型ホテルと民宿が集積し

ており、大房岬に代表され

る自然環境や、枇杷栽培な

ど、豊かな農漁村の環境を

楽しみながら滞在できる

ことから設定。 

 

大房岬：自然体験の場として花の観察

やバードウォッチング、磯遊

び、キャンプ等が楽しめる。

果物狩り：ビワ狩りやイチゴ狩り、ブ

ドウ狩りなど、道の駅とみう

ら「枇杷倶楽部」や周辺の農

園にて季節の果物の収獲体

験と美味を楽しめる。 

人形劇：人形劇の里作りを進めてお

り、富浦人形劇学校「貝の火

の子」などが開校している。

夏休みには、人形劇フェステ

ィバルが催される。 

鋸
南
地
区 

範囲：鋸南町保田、竜島、下佐

久間、吉浜、元名、勝山、

大六、大帷子 

 

宿泊施設数：46 

・小型の旅館・民宿・ホテル・

ペンションが集積してお

り、里海・里山の豊かな環

境と地域固有の歴史文化

を楽しみながら滞在でき

るほか、ばんやに代表され

る漁師料理という食の魅

力も有することから設定。

 

菱川師宣記念館：「見返り美人」で有

名な浮世絵師、鋸南町出身の

菱川師宣の作品を展示する。

鋸 山：江戸時代から良質な石材が切

り出されたことから鋸のよ

うに岩肌が露出する。 

日本寺：鋸山南斜面を境内とし、御影

石で作られた 2639 段の参道、

高さ 31ｍの大仏が見どころ。

水仙ロード：1 月から２月にかけて水

仙が咲き誇り、多くのハイカ

ーなどが訪れる。 

漁師料理（ばんや）：新鮮な魚介類を

使った漁師料理が名物。中で

も保田漁協直営「ばんや」は

美食スポットとして各種メ

ディアにも取り上げられる。
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【滞在促進地区の一覧（4/4）】 

地
区
名 

滞在促進地区の名称及び 

範囲並びに宿泊施設数 
設定理由 主な観光資源とその概要 

館
山
地
区 

範囲：館山市館山、北条、塩見、

加賀名、見物、古茂口、

香、坂田、山本、洲崎、

沼、上真倉、新宿、正木、

船形、大賀、波佐間、八

幡、浜田 

 

宿泊施設数：100 

・民宿・旅館・ペンション・

大型の旅館・ホテルなどが

集積しており、海洋文化や

里見氏ゆかりの資源、戦争

遺跡といった歴史資源を

有する市街地散策と、沖ノ

島などの豊かな自然環境

を楽しみながら滞在でき

ること、さらには房州鮨と

いう食の魅力も有するこ

とから設定。 

 

館山城：里見氏の城跡に天守閣を復

元、南総里見八犬伝に関する

資料などを展示する。 

安房博物館：「房総の海と生活」をテ

ーマに海洋民俗資料などを

展示。また、付近ではウミホ

タル観察会なども実施。 

赤山地下壕：旧日本軍の地下壕跡。周

辺には他にも多くの軍事施

設跡が見られる。 

※上記資源の資源を活かし、

里見氏、海洋文化、平和学

習などをテーマとしたガイ

ドツアーなども実施されて

いる。 

沖ノ島：砂州で陸地と繋がる周囲１km

の自然豊かな無人島。北限と

いわれる珊瑚が生息し、ビー

チコーミングやスノーケリ

ングのスポット。ガイドツア

ーも行われる。 

房州鮨：やや大ぶりの握り鮨。数多く

の寿司屋があり、鮨職人がし

のぎを削る。 

平
砂
浦
地
区 

範囲：館山市伊戸、犬石、佐野、

坂井、坂足、洲宮、小沼、

西川名、相浜、布沼、大

神宮、藤原、布良 

 

宿泊施設数：59 

・民宿・旅館・ペンション・

大型の旅館、およびホテル

（リゾートホテル）などが

集積しており、広い砂浜と

背後の里山の豊かな自然

の中でゆっくりと滞在で

きることから設定。 

 

平砂浦海岸：約５km の砂浜が弓なりに

続く。サーファーで賑わうほ

か、海辺の自然散策を行うエ

コウォーク（ガイドツアー）

なども実施される。 

房総フラワーライン：南房総地域の海

岸線をめぐる房総フラワー

ラインのうちでも、花に彩ら

れたまっすぐの道が続く快

適ドライブルート。日本の道

100 選。 

海の駅「伊戸だいぼ工房」：豊かな海

産物などを使った郷土料理

を、太平洋を眺めながら楽し

める。 
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４－１ 南房総地域観光圏整備の目標像                        

南房総地域観光圏の整備にあたっては、景観形成の創出など、日本風景街道「南房総・

花海街道」との連動による相乗効果を図るため、南房総地域における滞在型観光の舞台

（観光交流空間）を「南房総・交流街道」と位置づけ、その目標像を以下のように定め

る。 

 

【南房総地域観光圏整備の目標像】 

 

 

 

 

南房総地域の最大の魅力、様々な魅力の根底にあるものは、豊かな自然環境である。

この自然環境は、原生的な自然ではなく、地域の人々の暮らしの中で大切に利用されつ

つ守られてきた、「里海・里山」の魅力である。南房総地域観光圏の整備においても、

この「里海・里山」の魅力を大切に守りつつ、南房総観光の魅力として提供していくこ

とが求められる。 

また、南房総地域における観光客、特に宿泊客の特徴としては、家族旅行が多くを占

めることが挙げられる。同時に、近年誘致が進められている教育旅行・修学旅行も、子

ども達が次は家族を連れて再び訪れることも期待されるものである。 

また、南房総地域の観光が今後発展を見るうえでは、既存の道の駅のネットワークを

活用しながらの商品開発や宿泊施設や飲食店などの方々の心からのおもてなし、体験プ

ログラムなどを提供するガイド・コーディネーターとのふれあいがきわめて重要な要素

となる。基本方針（２）に示した特徴的ターゲットのうち、教育旅行や外国人の誘致と

満足度向上のため、あるいは自動車旅行客の滞在促進を目指すためには、観光客と地域

の人々との間に“家族のような交流”が生まれ、こうした温かい交流を巡りながら滞在

するような旅の創出こそが重要であるといえる。 

 

『家族時間の旅～里海・里山が織りなす「南房総・交流街道」』とは、こうした思い

を込め、今後の南房総地域観光圏が目指す目標像として設定するものである。 

 
 
 

家族時間の旅～里海・里山が織りなす「南房総・交流街道」 

４．観光圏整備計画の目標 
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４－２ 観光圏整備の数値目標                            

 

南房総地域観光圏の整備効果を測る数値指標及びその目標を、以下のように設定する。 

これらの数値目標は、計画期間中において事業内容をチェックし改善していく上でも重

要な指標となる。 

ただし、現段階では、多くの数値指標の現在値が不明であり、この観光圏整備事業の中

で調査の手法と体制を確立していくこととなる。したがって、各数値指標の目標値として

以下に記述する数値は現段階の想定であり、現在値が明らかとなった時点で見直しを行う

こととする。 

 

現在値 目標値 観

点 
数値指標 指標としての意味 

H19 H20 H21 H22 H23 H24 

観光入込み客

数 

（人／年） 

観光客の全体の人数

を示す。最も分かり

やすい指標でもあ

る。 

12,148 

千人 

12,500 

千人 

13,000 

千人 

14,000  

千人 

15,000  

千人 

15,800 

千人 

宿泊客数 

（人泊／年） 

宿泊客の全体の人数

を示す。 

2,146（6）

千人泊 

2,200(6) 

千人泊 

2,300(6) 

千人泊 

2,470(7)  

千人泊 

2,650(7)  

千人泊 

2,800(7) 

千人泊 

①
観
光
客
数
、
特
に
宿
泊
客
数
を

伸
ば
す 

修学旅行誘致

数 

（校／年） 

（人／年） 

宿泊も伴う主要ター

ゲットとして誘致促

進しその効果を示

す。 

 

232 

27,597 

 

250 

29,400 

 

270 

31,400 

 

300 

34,400 

 

315 

35,900 

 

330 

37,400 

入込み客数の

最大期と最小

期との変動割

合 

（％） 

年間での観光入込み

の平準化の状況を示

す。 

（月別入込み数・最

小月の最大月に対す

る割合） 

29％ 30% 40% 48% 52% 55% 

再来訪率 

（％） 

観光客が南房総地域

をいかに惹きつけて

いるかを示す。 

－ － 推計    

一人当たり観

光消費額 

（円／人） 

購入したい観光サー

ビスを提供できてい

るかを示す。 

－ － 推計    

②
観
光
の
質
を
向
上
さ
せ
る 

満足度評点 

（点） 

南房総地域観光の質

を点数で分かりやす

く示す。 

－ － 推計    

体験プログラ

ム利用者数 

（人／年） 

地域の人々と観光客

の交流の推進状況を

示す。 

－ － 集計    

体験交流ビジ

ネス総売上額 

（円／年） 

体験プログラムの提

供がもたらす直接的

な経済波及を示す。 

－ － 集計    

体験交流ビジ

ネスの利益率 

（％） 

体験プログラムの提

供のビジネス的な効

果を示す。 

－ － 推計    

③
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る 

観光産業の域

内調達率 

（％） 

観光産業の地域内へ

の経済波及力を示

す。 

－ － 推計    

（）内の数字は、外国人の内訳数
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４－３ 観光圏整備の推進体制の確立                            

 

南房総地域観光圏の取り組みを継続的・自立的に展開していくために、計画期間内に、

地域での推進体制を確立する。 

推進体制は、南房総地域観光圏整備推進協議会の下部にテーマ別の検討部会を設け、具

体的な検討は部会において行うものとする。また、観光圏整備事業のひとつとして掲載す

る「南房総観光カレッジ（仮称）」との連動を図り、実践を通じた人材育成の展開、カリキ

ュラム修了者の速やかな実践の場での活躍展開を図ることを目指す。この中では、鴨川市

に立地する城西国際大学観光学部や外部専門家などとの連携による、より効果的な展開も

目指すこととする。 

 

◆推進体制のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

南
房
総
地
域
観
光
圏
整
備
推
進
協
議
会 

寄り道街道部会 

⇒宿泊魅力の向上 

に関する検討 

各滞在促進

地区座談会

歴史伝承街道部会 

⇒観光コンテンツの充実に関する検討のう

ち、地域個性（歴史・伝統文化）を活かし

た商品開発・環境整備について検討 

絶景街道部会 

⇒観光コンテンツの充実に関する検討のう

ち、地域の自然環境や農漁村風景の保全方

策について検討 

おもてなし街道部会 

⇒観光コンテンツの充実に関する検討のう

ち、人材育成やマーケティングに関わる事

項について検討 

情報交流街道部会 

⇒観光案内・観光情報の提供に関する検討 

交流街道部会 

⇒交通・移動の利便性向上に関する検討 

南
房
総
観
光
カ
レ
ッ
ジ
（
仮
称
） 

 
 

宿泊もてなし部門 

 
 

商品開発部門 

 
 

自然環境部門 

 

マーケティング 

部門 

 

観光情報部門 

 

交通快適化部門 

城西国際大学 

外部専門家 

旅行会社（JATA 等）

連
動
（
実
践
を
通
じ
た
人
材
育
成
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
修
了
者
の
実
践
で
の
活
動
展
開
な
ど
） 
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５－１ 観光圏整備事業の枠組み                         

４に示した、観光圏整備の目標を実現するための観光圏整備事業を、以下のような枠組

みに沿って設定する。 

 

（１）宿泊魅力の向上に関する事業 

 

①四季折々の旅の物語を演出する「寄り道街道」 

⇒ターゲット・観光スタイルに応じた滞在促進地区の魅力アップ 

 

（２）観光コンテンツの充実に関する事業 

 

①地域の個性（歴史・伝統文化）を結び付ける「歴史伝承街道」 

    ⇒個々の魅力の掘り下げによる差別化と、テーマに応じた多様な組み合わせによ

る、滞在促進につながる観光コンテンツの充実 

 

②里山・里海の自然環境と景観を守り育てる「絶景街道」 

    ⇒南房総地域のあらゆる観光のベースとなる地域の自然環境や農漁村風景の保全 

 

③旅人との出会いを演出する「おもてなし街道」 

⇒広域で多様な主体が参画する総合的・持続的な人材育成・観光まちづくり 

 

（３）交通・移動の利便性向上に関する事業 

 

①快適な旅の移動を演出する「交流街道」 

⇒アクアラインや館山自動車道、館山港の多目的観光桟橋整備など、広域交通ネ

ットワークの充実を南房総地域の滞在促進に結びつけるための、域内交通の充

実・魅力アップ 

  

（４）観光案内・観光情報の提供に関する事業 

 

①地域観光情報による周遊性を演出する「情報交流街道」 

⇒広域の地域情報の一元化と、観光行動の段階・ターゲットに応じた情報の整理・

圏内に展開する道の駅の活用を含めた幅広い提供 

 

５．観光圏整備事業 
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５－２ 観光圏整備事業                               

  

 ・前項に示した事業の枠組みに従い、具体的な観光圏整備事業を以下のように設定する。 

 

◆観光圏整備事業の全体像 
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（１）宿泊魅力の向上に関する事業 

 

（１）－① 四季折々の旅の物語を演出する「寄り道街道」 

  ターゲット・観光スタイルに応じた滞在促進地区の魅力アップ 

 

 ◆人材育成と、地区の人々自らの手による魅力アップ方策の検討 

  各滞在促進地区の魅力アップを各地区の人々自らが検討・実践する。これを、アドバ

イザーなども適宜招聘しながら、実践を通じた人材育成カリキュラムとして展開する。 

 

事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

a-１ 

各滞在促進地区におけ

る実践型人材育成カリ

キュラムの展開 

各滞在促進地区において、自地区をフィールド

とした魅力アップ方策（景観・サービス・周辺

のコンテンツとの連携、おもてなし等）を地区

の関係者が自ら検討し実践することを通じた、

従業員等の人材育成カリキュラムを展開する。

南 房 総 地

域 観 光 圏

整 備 推 進

協議会 

H20～24 

 
 ◆地区の街並みや自然、花のイメージを醸し出す景観の整備 

  a-１での検討を踏まえ、各滞在促進地区の景観向上を図るとともに、南房総地域の観

光における最大の魅力要素のひとつである花を楽しむフラワーツーリズムのレベルアッ

プを図る。 

 
事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

a-２ 

景観的に重要な建造

物・樹木・農地等の保

全 

a-１において、各滞在促進地区の景観的な魅力

要素を地区関係者が自ら抽出し、これを受け

て、滞在促進地区内または当該地区に関わりの

深い地区において景観的に重要な建造物・樹

木・農地などの保全方策を講じる。 

南房総地域

観光圏整備

推進協議会 

H22～24 

a-３ 

房総フラワーラインを

核としたフラワーツー

リズムの推進 

a-１において、南房総地域のフラワーツーリズ

ムの魅力向上と各滞在促進地区の魅力向上に

資するものであり、地区関係者の自主的活動に

よって展開し得る植栽方策（軒先緑化や沿道緑

化等）を検討し、これを受けて、その具体的方

策を実践展開する。さらに、南房総地域全体の

花の情報を集約し、すべての宿泊施設におい

て、「南房総の花」をご案内できるような情報

共有環境を整備する。 

南房総地域

観光圏整備

推進協議会 

H20～24 

a-４ 

各滞在促進地区周辺の

街並み景観整備・外国

語対応サインの設置 

a-１において、各滞在促進地区の景観整備（ハ

ード）のあり方について、地区関係者が自ら検

討し、これを受けて、その具体的事業を実施す

る。実施中の公的な整備事業（海岸事業、港湾

整備、農漁村振興のための整備など）がある場

合には、その状況を把握し整合・調整を取ると

ともに、事業効果を更に高めるべく検討を行

う。また、外国語にも対応した地区内のサイン

設置についても同様に検討・事業実施を行う。

南房総地域

観光圏整備

推 進 協 議

会、各市町 

H23～24 
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 ◆周辺資源との連携や個々の宿泊施設の魅力の掘り下げによる宿泊サービスの創出 

  a-１での検討を踏まえ、各滞在促進地区での滞在における新たな魅力づくりを、周辺

の資源や産業との連携も図りつつ創出する。また、旅行業法特例による旅行業者代理業

の実施などにより、新たな宿泊サービスを創出する。 

 
事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

a-５ 

ライトアップ事業の推

進 

a-１において、各滞在促進地区における夜の滞

在の魅力アップにつながるライトアップ事業

のあり方について検討し、これを受けて、必要

に応じてライトアップ設備の整備や、ライトア

ップと連動したナイトツアープログラム開発

などを行う。既往のライトアップイベントにつ

いては、滞在促進地区と連携した滞在促進に資

する事業としてのレベルアップを図る。 

南房総地域

観光圏整備

推進協議会 

H20～24 

a-６ 

宿泊施設と飲食店など

との連携体制の構築に

よるサービス創出 

a-１において、各滞在促進地区における食マッ

プ等の作成・配布等、宿泊客と飲食店利用者の

双方を増加させ、かつ観光客にとっての宿泊・

飲食のサービス満足度の向上に資するような

宿泊・飲食サービスの提供のあり方について検

討し、必要に応じて実践展開する。 

南房総地域

観光圏整備

推進協議会 

H20～24 

a-７ 

個々の宿泊施設の個性

の創出と、それぞれの

特徴を浮き彫りにした

広報ＰＲ 

各滞在促進地区において、個々の宿泊施設にて

特徴あるサービスを展開するとともに、その各

施設の特徴を打ち出したプロモーションを行

う。 

南房総地域

観光圏整備

推進協議会 

H21～24 

a-８ 

旅行業法特例による宿

泊施設の旅行業者代理

業の実施 

滞在促進地区において、宿泊業者が旅行業法の

特例による旅行業者代理業を行うことで、宿泊

客の利便性を図るとともに、地域の特色を活か

した着地型旅行商品の開発を促進し、旅行者の

滞在促進を図る。 

南房総地域

観光圏整備

推進協議会 

滞在促進地

区内宿泊業

者 

H20～24 
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（２）観光コンテンツの充実に関する事業 

 

（２）－① 地域の個性（歴史・伝統文化）を結び付ける「歴史伝承街道」 

  個々の魅力の掘り下げによる差別化と、テーマに応じた多様な組み合わせによる、滞

在促進につながる観光コンテンツの充実 

  

 ◆南房総地域の食の魅力の掘り下げ 

  南房総地域の食文化について研究を進めるとともに、その魅力を観光客に提供する。 

 

事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

b-１ 

地域の食文化研究の推

進（研究・交流拠点の

創出） 

南房総地域の特色ある食文化について、その

由来の研究、調理レシピの研究や新商品開

発、マーケティングなどを推進する。また、

必要に応じて、研究・交流拠点の創出を行う。

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H20～24 

 
 ◆南房総地域の個性を活かした新たな旅（ニューツーリズム）の創出 

  南房総地域の個性を活かした新たな旅を提供する旅行商品（着地型旅行商品）を開発

する。また、この旅行商品において、滞在促進地区を拠点とすることにより、滞在促進

を図る。 

 
事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

b-２ 

各滞在促進地区を拠点

としたニューツーリズ

ム商品（着地型旅行商

品）の開発 

各滞在促進地区を拠点として周辺の魅力資

源を結ぶ、体験型・交流型の広域周遊ルート

を開発する。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H20～24 

b-３ 

お気に入りスポットコ

ンテストの実施（写真

やスケッチなどの募

集） 

観光客の口コミ情報収集とともに、地域住民

の観光まちづくりへの参画機会創出のため

に、観光客にお勧めできる、お気に入りの場

所（風景、由緒ある場所、快適空間など）を、

写真やスケッチなどで募集する。応募作品

は、情報発信のコンテンツとして活用する。

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H21～22 

b-４ 

お気に入りの楽しみ方

コンテストの実施（紀

行文やイラストなどの

募集） 

観光客の口コミ情報収集とともに、地域住民

の観光まちづくりへの参画機会創出のため

に、観光客にお勧めできる、南房総地域の楽

しみ方（巡り方、食べ歩きなど）を、紀行文

やイラストなどで募集する。応募作品は、情

報発信のコンテンツとして活用する。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H22～23 
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 ◆南房総地域の魅力にじっくりふれるウォーキング・サイクリングルートの創出 

  南房総地域の魅力にじっくりとふれられる、ウォーキングやサイクリングの環境を整

え、滞在時間の延長化（滞在促進）を図る。 

 
事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

b-５ 

ウォーキング・サイク

リングのモデルルート

の設定 

b-２におけるニューツーリズム商品のルー

トや、b-３、b-４におけるコンテストで抽出

されるお勧めの場所などを考慮し、ウォーキ

ングやサイクリングのためのルート設定を

行うとともに、ウォーキングマップ・サイク

リングマップ等を充実させる。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H21～24 

b-６ 

シーニックポート（周

遊拠点となる駐車場）

の整備・サイン設置 

b-２におけるニューツーリズム商品や b-５

のウォーキング・サイクリングのルート、b-

３、b-４におけるコンテストで抽出されるお

勧めの場所などを考慮し、周遊拠点となる駐

車場と周遊のためのサインなどを整備する。

南房総地域観

光圏整備推進

協議会、各市町 

H20～24 

b-７ 

各観光スポットにおけ

る環境整備 

b-２におけるニューツーリズム商品や b-５

のウォーキングのルート、b-３、b-４におけ

るコンテストで抽出されるお勧めの場所な

どを考慮し、主要な観光スポットにおける景

観整備や、駐車場・サイン案内板などを整備

する。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会、各市町 

H20～24 
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（２）－② 里山・里海の自然環境と景観を守り育てる「絶景街道」 

南房総地域のあらゆる観光のベースとなる地域の自然環境や農漁村風景の保全 

 

 ◆里山・里海の環境・景観の保全と活用のためのルールの徹底 

  南房総地域の観光の魅力のベースをなす里山・里海の環境や景観を、観光に活用しつ

つ保全を図っていくためのルールづくりと共有を行う。 

 

事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期 

b-８ 

エコツーリズムハン

ドブックの作成・配布

（地域向け／観光客

向け） 

南房総地域のあらゆる観光の基調をなす自

然・農山漁村や歴史的な環境を保全するため

の地域共通ルールを定めるとともに、これを

地域内で共有するため、及び観光客に伝える

ためのハンドブックを作成・配布する。 

南房総地域観
光圏整備推進
協議会 

H21～24 

 
 ◆里山・里海の環境を活かした教育旅行の受け入れ促進 

  南房総地域の里山・里海の環境や景観を活かし、南房総地域に滞在して楽しみ学習し

てもらう教育旅行の受け入れを促進する。 

 
事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

b-９ 

体験型の教育旅行の

受入れ促進 

南房総地域内の体験・交流型の資源などを教

育旅行プログラムとしてコーディネートする

とともに、積極的なプロモーションを行い、

より一層の教育旅行・修学旅行の誘致促進を

図る。 

南房総地域観
光圏整備推進
協議会 

H20～24 

b-10 

観光学部学生や、観光

客などによる援農シ

ステムの推進 

地域住民や地域の児童生徒、大学などの学生、

観光客や教育旅行の児童生徒などを対象と

し、地域内の農地保全に資する援農活動を推

進する。 

南房総地域観
光圏整備推進
協議会 

H21～24 

b-11 

受入れ施設（体験や交

流のための空間の創

出・整備） 

b-９や b-10 などの実践を通じて、体験や交流

のための空間の創出・整備を行う。 

南房総地域観
光圏整備推進
協議会、各市町 

H21～24 
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 ◆里山・里海の環境の保全方策の展開 

  南房総地域の里山・里海の環境や景観を保全し、より魅力的なものとするための各種

方策を展開する。 

 
事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

b-12 

環境基金・ドネーショ

ンシステムの創設 

体験・交流型のプログラムや観光施設等と連

携した、地域内の環境保全活動の資金確保に

資するシステムを構築する。 

南房総地域観
光圏整備推進
協議会 

H22～24 

b-13 

耕作放棄地情報の集

約とその利活用 

地域内の耕作放棄地情報を一括して集約し、

これらの流動的な活用を図る。（例；観光客の

体験交流の場としての活用／景観作物の栽培

／農地の貸借促進による冬作の推進など） 

南房総地域観
光圏整備推進
協議会、各市町 

H21～24 

b-14 

景観チェック隊の創

設 

道路沿道の街並みや自然景観などを地域住民

がチェックし、「南房総・花海街道」として良

好な景観形成を図るための重要な要素を抽出

する。（例；景観的に良い場所・悪い場所の抽

出／景観的に重要な建造物や樹木、農地の抽

出など） 

南房総地域観
光圏整備推進
協議会 

H21～22 

b-15 

花畑などにおける景

観向上 

南房総地域最大の魅力資源の一つである、花

卉の露地栽培畑において、b-10 の援農活動の

支援や b-12 の環境基金からの資金提供も受

けながら、農地周辺の景観向上を図る。（例；

小屋の集約／防風ネットの修景など） 

南房総地域観
光圏整備推進
協議会、各市町 

H22～24 

b-16 

景観的に重要な建造

物・樹木・農地の保全 

b-14 において抽出された要素の中で、景観的

に重要な建造物・樹木・農地の保全策を適宜

講じ、その保全策を順次実践する。 

南房総地域観
光圏整備推進
協議会、各市町 

H22～24 

b-17 

地域内における、フラ

ワーツーリズムを彩

る植栽の推進 

b-14 におけるチェックの結果を元に、花いっ

ぱい運動など住民自らの手で実践可能な取り

組み、官民連携による取り組みを推進する。

（住宅店舗軒先の鉢植えや一輪ざし／沿道の

花の植栽など） 

南房総地域観
光圏整備推進
協議会 

H20～24 
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（２）－③ 旅人との出会いを演出する「おもてなし街道」 

広域で多様な主体が参画する総合的・持続的な人材育成・観光まちづくり 

 

 ◆南房総地域の観光の主役となる人材の育成 

  南房総地域広域での観光の展開を支える人材を、多様な立場・産業からの参画を得て

広域で総合的に実施する。この中では、地域内外の有識者や専門家を招聘する。 

 
事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

b-18 

南房総観光カレッジの

創出 

これまで各市町・各 NPO において実施されて

きた人材育成の取組み成果を活かしつつ、南

房総地域の広域観光における地域コーディ

ネーター・ガイド人材を総合的に育成する。

その際には、城西国際大学観光学部との連携

を図るとともに、本観光圏整備の実施組織と

も連携を図り、人材教育と実践活動の場とを

円滑に結びつけ効果的展開を図る。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H20～24 

 
 ◆地域情報の広域での共有 

  南房総地域の広域一体となった取り組みとともに、各地区での個別の取り組みを含め、

地域の情報を南房総地域の人々全体で共有する。 

 
事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

b-19 

地域の取り組みデータ

ベースの構築 

南房総地域の観光まちづくりに資する各種

取り組みをデータベース化する。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H21～24 

b-20 

４市町共通の南房総観

光まちづくり情報誌の

創出（ネット公開含む） 

南房総地域の観光まちづくりに資する各種

取り組みの成果などを広域に周知するため

の、まちづくり情報誌を創出する。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H22～24 

b-21 

地元の人の手による簡

易アンケート調査の実

施 

b-22 のマーケティング調査における調査実

施の中で、地域の人々と観光客との直接の対

話等を生む簡易的なアンケート調査を継続

的に実施する。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H21～24 

 

 ◆観光戦略立案の基礎となるマーケティング調査の実施 

  南房総地域広域での観光を展開するにあたっての、戦略立案および取り組み効果の測

定に資する各種指標の調査（マーケティング調査）を行う。 

 

事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

e-１ 

マーケティング調査の

実施 

南房総地域における観光客の実態を示す各

種指標の収集、および観光の地域への波及効

果に関する調査のシステムを構築するとと

もに、その調査を継続的に行う。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H20～24 
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（３）交通・移動の利便性向上に関する事業 

 

（３）－① 快適な旅の移動を演出する「交流街道」 

アクアラインや館山自動車道、館山港の多目的観光桟橋整備など、広域交通ネットワ

ークの充実を南房総地域の滞在促進に結びつけるための、域内交通の充実・魅力アップ 

 

 ◆バスによる二次交通の充実 

  鉄道や高速バスの利用客、さらに館山港の多目的観光桟橋の整備に伴って新たに期待

される船の利用客などに対する、地域を快適に周遊するためのバスによる二次交通を充

実させる。また、この二次交通充実を滞在の魅力づくりとも絡めて展開する。 

 

事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

c-１ 

お宿周遊送迎バスの

運行 

滞在促進地区において、a-１での議論を踏ま

え、JR 駅や高速バスのバス停、さらに南房総地

域への新たな玄関口となる館山港などの交通

結節点から、滞在促進地区内の宿泊施設へとお

客様を一括して送迎するバスを必要に応じて

運行する。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H21～24 

c-２ 

滞在促進地区を巡る

地域内周遊バスの運

行 

JR 駅や高速バスのバス停、南房総地域への新た

な玄関口となる館山港、道の駅などの交通結節

点と滞在促進地区を結びつつ、体験・交流型の

資源を含めて南房総地域の魅力をめぐる周遊

定期観光バスなどを運行する。また、共通乗車

船券発行などについて積極的に検討する。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H20～24 

 
 ◆地域をガイドする観光タクシーの充実 

  南房総地域の広域的な案内もできる、高いガイド能力を有する観光タクシーを創出し、

地域周遊のひとつの魅力として創出する。 

 
事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

c-３ 

南房総地域広域をガ

イドする観光ガイド

タクシーの運行 

b-18 の南房総観光カレッジでの受講・修了によ

り、南房総地域全体を案内するガイド能力を修

得したタクシー運転手を認定し、観光ガイドタ

クシーとしてプロモーションなどを行う。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H21～24 
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 ◆南房総地域の魅力にじっくりふれるレンタサイクルの展開 

  南房総地域の魅力にじっくりふれることができ、移動自体も観光の楽しみとなるよう

な、レンタサイクルの充実を図る。 

 
事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

c-４ 

レンタサイクル拠点

の創出／宿泊施設に

おけるレンタサイク

ル実施 

各観光施設などにおけるレンタサイクル拠点

の創出や、滞在促進地区を中心として宿泊施設

におけるレンタサイクル事業を推進する。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H20～24 

c-５ 

サイクリングロー

ド・サインの整備 

b-５のルート検討、b-６のシーニックポートの

整備、c-４のレンタサイクル拠点の分布などを

ふまえつつ、既存の道路空間や安全な裏道など

を活用しつつ、サイクリングロード及びサイン

の整備を行う。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会、各市町 

H21～ 

c-６ 

サイクリング用の休

憩スポットの整備 

c-５のサイクリングロード沿いにおいて、必要

に応じて休憩スポットや利便施設を整備する。

（トイレ・洗面所・季節限定型の簡易カフェ＆

コンシェルジュなど／既存施設の更新なども

含む） 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会、各市町 

H21～ 

 
 ◆地域の二次交通としてのレンタカーサービスの充実 

  南房総地域まで鉄道や船、高速バスで訪れた観光客の二次交通として、レンタカーサ

ービスの充実を図る。 
 

事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

c-７ 

バス＆レンタカー、

ジェットホイル＆レ

ンタカー等のサービ

ス創出 

レール＆レンタカーのように公共交通とレン

タカーの連携サービスについて、高速バスや館

山港多目的桟橋を拠点としたジェットホイル

（船）とレンタカーとの連携サービスの創出を

図る。また、既存のレール＆レンタカーも含め

て、一体的にプロモーションを行う。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H21～24 

 
 ◆移動自体を楽しませる沿道景観の魅力アップ 

  南房総地域における各種交通手段での移動を、より楽しいものとするための沿道景観

の魅力アップを進める。 
 

事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

c-８ 

沿道景観の魅力アッ

プ 

c-５のサイクリングロード沿いを中心として、

沿道景観の魅力アップに資する整備を行う。

（長狭街道・フラワーラインなどにおけるガー

ドレール更新、看板撤去、沿道植栽など） 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会、各市町 

H22～24 
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（４）観光案内・観光情報の提供に関する事業 

 

（４）－① 地域観光情報による周遊性を演出する「情報交流街道」 

広域の地域情報の一元化と、観光行動の段階・ターゲットに応じた情報の整理・提供 

 

 ◆南房総地域広域での情報の一元化と集約的な情報提供 

  南房総地域の広域での情報を一元化するとともに、観光客が利用しやすいように集約

した情報提供をおこなう。 

 

事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

d-１ 

地域共通の広報媒体や

ロゴマークなどの作成

（南房総・花海街道） 

広域での地域イメージの創出に資する、『南

房総・花海街道』としての広域的な共通広報

媒体やロゴマークなどを作成する。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H20～24 

d-２ 

食めぐり情報を核とし

た、ターゲットに応じ

た楽しみ方のパッケー

ジづくりと情報提供 

食めぐり情報を核としながら、家族旅行、夫

婦での旅行、教育旅行、自動車旅行（ドライ

ブ）、公共交通利用、サイクリング周遊など、

観光客の属性や観光目的・スタイルに応じた

楽しみ方の基本的なパッケージを創り、個々

のお客様のニーズに合わせてカスタマイズ

するための基本パッケージとして活用する。

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H20～24 

d-３ 

協働・双方向型の滞在

促進情報活用事業 

南房総地域観光圏における滞在促進を図る

ための情報提供等を総合的に実施する戦略

についてとりまとめる調査を実施する。 

また、圏域内の観光関連事業者等が協働し

て、着地型の旅に資する情報提供ができるよ

うなネットワーク構築及び情報共有システ

ムの構築を行うとともに、旅行者の視点から

の情報提供の仕組み作りに取り組む。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H20～24 

 
 ◆外国語に対応した情報の充実 

  外国人観光客の誘致のために、観光情報の外国語対応を進めるとともに、効果的なプ

ロモーション活動を行う。 

 
事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

d-４ 

外国語版の広報媒体の

充実と効果的なプロモ

ーション展開 

外国人観光客の誘致促進の基礎的取り組み

として、各種のパンフレットやホームペー

ジ、d-３のデータベースなどにおいて、外国

語対応を進める。また、東京在住の外国人、

羽田・成田空港を利用する海外からの外国人

観光客など、外国人の中でもターゲットを定

めて効果的なプロモーションを行う。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H20～24 

d-５ 

空港プロモーションの

実施 

成田空港、羽田空港などにおいて、南房総地

域の観光プロモーション活動を実施する。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H20～24 
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 ◆自動車旅行客の観光行動に即した情報提供の充実 

  現状で観光客の８割を占める自動車旅行客は、今後とも有望なターゲットであること

から、自動車旅行における観光行動に配慮し、観光客に利用しやすい情報提供を行う。 

 
事業メニュー 事業概要 実施主体 実施時期

d-６ 

海ほたるＰＡ・市原Ｓ

Ａでのキャンペーンの

継続 

自動車旅行客をターゲットとして、海ほたる

ＰＡ・市原ＳＡでの観光プロモーションキャ

ンペーンを継続的に実施する。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H20～24 

d-７ 

ミニ観光案内所の設置

促進 

南房総地域内のガソリンスタンドやレンタ

カー事務所など、従来の観光施設ではない

が、観光客の立ち寄りが考えられる施設にお

いて観光案内機能を持たせ、圏内に展開する

道の駅での観光案内機能と連携させること

で、広域的・効率的・効果的な観光案内機能

を確立する。 

南房総地域観

光圏整備推進

協議会 

H21～24 
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（１）計画期間および事業実施スケジュール 

 ・本計画の計画期間は、平成 20 年度～24 年度の５ヵ年とする。 

 

（２）計画見直しの手順 

本計画は、南房総地域観光圏整備推進協議会などにおける協議を継続的に実施する中で、

適宜変更を行うものとする。 

特に、今後の取り組み推進の中で、観光圏整備に伴い活用可能な特例制度（旅行業法の

特例、農山漁村活性化プロジェクト支援交付金の活用、共通乗車船券の発行等）について、

よりいっそうの積極的活用を図るべく検討を進め、活用可能性が具体性を帯びた段階で、

変更手続きを行うものとする。 

変更の手続きは以下のとおりである。 

  

・本計画の見直しについては、南房総地域観光圏整備推進協議会における協議によって

決定し、その決定に従って、館山市・南房総市・鴨川市・鋸南町において計画変更を

行うものとする。 

 ・協議会の構成団体や、今後設立予定の検討部会において、本計画変更に関する意見等

が出た場合には、その変更内容について南房総地域観光圏整備推進協議会において協

議を行い、変更承認の決定を行うものとする。変更承認の決定が行われた場合には、

その決定に従って、館山市・南房総市・鴨川市・鋸南町において計画変更を行うもの

とする。 

 ・上記によって本整備計画の変更がなされた場合には、変更計画について南房総地域観

光圏整備推進協議会で最終確認を行うとともに、観光圏整備実施計画の変更を行う。 

・本整備計画及び観光圏整備実施計画の変更計画書については、遅滞なくこれを公表す

るとともに、国土交通大臣及び千葉県に対して報告を行うものとする。 

 

 
 

６．計画期間および事業実施スケジュール 
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 本計画の前提となる社会資本整備等について以下に示す。 

 

①広域活性化計画（地域自立活性化交付金） 

・高速道路の開通により首都圏からのアクセスが飛躍的に向上したことを活かし、高速道

路から各観光資源に至る道路整備と各種観光施策を一体的に行うことにより観光ネット

ワークをさらに充実させ、首都圏住民の第二のふるさととなるよう、観光客(特に長時間

滞在・宿泊旅行者)の増大を図る。 

・計画期間：平成 19～23 年度 

・基幹事業：道路（主要インターチェンジから各拠点施設へ周遊する国県道の線形不良や

幅員狭小な箇所の改良、災害に強い安全安心な道路の整備） 

 

②地域活性化・観光振興を支援する道路整備（地方道路交付金事業） 

・南房総地域の道路ネットワークを構成する市町村道、林道を一体的に整備し、線形不良

や幅員狭小箇所の改良、災害に強い安全安心な道路整備を実施。 

・計画期間：平成 20～29 年度 

 

③館山港みなとまちづくり（みなと振興交付金） 

・館山港において、多目的観光桟橋を整備するとともに、桟橋の基部にターミナルとなる

待合所や観光情報の受発信、地場産品の販売機能などを整備予定。 

・多目的観光桟橋の整備：平成 21 年度末（2010 年春）供用開始予定 

 

④館山港海岸環境整備事業 

・館山地区（川崎・八幡・北条・三軒町海岸）において、人工海浜（養浜）、植栽、遊歩道、

突堤、護岸の整備 

・事業実施期間：平成 5～29 年度 

 

⑤都市再生整備計画（まちづくり交付金） 

・平成２０年８月現在、以下の事業を実施中。 

 ○館山駅周辺の道路・公園等の整備（平成 18～22 年度） 

○安房鴨川駅周辺の道路・公園・自由通路の整備（平成 18～21 年度） 

○千倉駅の改築・道路情報板の整備 等（平成 18～22 年度） 

 

⑥地域公共交通活性化・再生総合事業（南房総市） 

・南房総市において、合併前の旧町村の事情により運行されてきたバス交通の多くが、現

状の住民ニーズと乖離したものとなっており、かつバス交通サービス水準は地域別格差

７．その他市町村又は都道府県が必要と認める事項（観光圏整備事業の前提となる社会資本整備）
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が大きくなっている。このため乗合バスを含めた全ての交通について南房総地域全体を

俯瞰した広域的交通環境の整備を推進し、公共交通が相互に補完したネットワークの構

築を目指した、地域公共交通総合連携計画を策定する。 

・合併により、南房総市内の地域間移動に対するニーズへの対応や高速バスへの接続性を

高める観点から、以下の事業を実施。 

 ○南房総市役所の本庁舎・分庁舎や拠点施設（高速バスのりば「とみうら枇杷倶楽部等）

を結ぶ「南房総市快速バス（枇杷倶楽部・市役所線）」（コミュニティバス）の実証運

行 

・事業実施期間：平成 20 年度～ 

 

⑦農山漁村活性化プロジェクト支援交付金（鋸南町） 

・鋸南町の保田漁港周辺において、里山と海の景観の保全とこれを活用した散策道などの

施設整備、海の体験ができる観光釣堀や定置網等の体験施設の整備、漁業・農業体験な

ど漁村ならではのサービスを提供する滞在宿泊施設の整備などを実施予定。 

・事業実施期間：平成 21～25 年度 

 

⑧海岸整備事業（富山海岸・千倉海岸） 

・高潮対策や侵食対策を行うとともに、海浜利用並びに優れた景観の維持もできる海岸整

備事業を、下記の２箇所で実施中。 

 ○富山海岸（平成 12～23 年度） 

延長：Ｌ＝１，５００ｍ 

   養浜：Ｖ＝１００，０００㎥ 

   法面緑化：Ｌ＝６００ｍ 

突堤：２基 

利便施設一式（広場整備、トイレ、水飲み場など） 

○千倉海岸（昭和 56～平成 22 年度） 

延長：Ｌ＝２，３００ｍ 

護岸工：Ｌ＝２，２６３ｍ 

人工ﾘｰﾌ：Ｌ＝１，１１０ｍ 

突堤：１基（１５９．８ｍ） 
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南房総地域観光圏整備推進協議会規約 
 
（設置） 

第１条 南房総地域における観光地としての魅力を高め、観光旅客の来訪及び滞在を地域

一体となって推進を図るため、観光圏の整備による観光旅客の来訪及び滞在の促進に

関する法律（平成 20 年法律第 39 号。以下「法」という。）第５条の規定により、協

議会を設置する。 
（名称） 

第２条 本会は、南房総地域観光圏整備推進協議会（以下「本会」という。）と称する。 
（事業） 

第３条 本会は、第１条の目的を達成するため、次の事業を行う。 
 (1) 法第４条の規定による観光圏整備計画の策定に係る協議及び法第７条に規定

する観光圏整備実施計画の策定に関する事業 
  (2)  上記整備計画及び整備実施計画に記載された事業の推進に関する事業 

 (3)  南房総地域の認知度向上及び観光客の誘致並びに満足度の向上のための事業 
(4)  その他本会の目的達成に必要な事業 

（構成） 
第４条 本会の会員は、次の団体及び個人をもって構成する。 
 （1）千葉県 
 （2）区域内の市町 
 （3）構成する市町村に所在する観光、交通、経済、農林水産畜産業に関する団体及

び事業者 
（4）関係する住民、学識経験者など、本会の目的を達成するのに必要と認められる

もの。 
（役員） 

第５条 本会に次の役員を置く。 
 (1) 会長 １名 
 (2）副会長 若干名 
（選任）  

第６条 会長及び副会長は、総会において選任する。 
２ 役員の任期は 2 年とし、再任を妨げない。 
３ 補欠により選任された役員の任期は、前任者の残任期間とする。 
（任務） 

第７条 会長は、本会を代表し、会務を総理する。 

８．協議会に関する資料等（規約・構成メンバー名簿・協議結果） 
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２ 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 
（顧問） 

第８条 本会に顧問を置くことができる。 
２ 顧問は会長が委嘱する。 
（総会） 

第９条 総会は、会長が招集し、その議長となる。 
２ 総会は、次の事項を審議し、決定する。 

(1) 事業計画 
(2) 規約の制定及び改廃 
(3) その他会長が必要と認めた事項 
（ワーキング部会） 

第 10 条  本会の円滑な運営を図るためワーキング部会を置く。 
２ ワーキング部会は、千葉県、構成市町のほか、会長が必要と認める団体、事業者等

から 1 名を選出し、会務執行上必要な調査、研究、企画立案を行う。 
３ ワーキング部会に部会長を置く。 
４ ワーキング部会は、部会長がこれを招集する。 

（事務局） 
第 11 条 事務局は、館山市に置く。 

 (その他) 
第 12 条 この規約に定めるもののほか、本会運営に必要な事項は、会長が定める。 
（附則） 
この規約は、総会の議決のあった日から施行する。 
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◆協議結果 

 

◇第１回会議（設立会議） 

＜日 時＞ 平成 20 年 7 月 15 日（火）14：00～ 

＜会 場＞ 南総文化ホール大会議室 

＜議事内容＞ 

以下の５つの議案について、議事を行った。 

 ①南房総地域観光圏整備推進協議会（仮称）規約について 

   事務局より案を提示し、承認された。 

 ②南房総地域観光圏整備推進協議会（仮称）役員選出について 

   下表のように役員を選出。 

 

役 名 役職名 氏 名 

会 長 館山市長 金丸 謙一 

副会長 鴨川市長 本多 利夫 

副会長 南房総市長 石井  裕 

副会長 鋸南町長 白石 治和 

 

 ③平成２０年度事業計画（案）について 

   事務局より案を提示し、承認された。 

 ④平成２０年度予算（案）について 

   事務局より案を提示し、承認された。 

 ⑤その他 

   整備計画等の詳細検討について、城西国際大学観光学部・溝尾教授を座長とするワ

ーキング部会を設立して検討を行うことを承認。 
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◇第２回会議 

＜日 時＞ 平成 20 年 8 月 19 日（火）15：00～ 

＜会 場＞ 南総文化ホール大会議室 

＜議事内容＞ 

以下の３つの議案について、議事を行った。 

 ①【報告事項】ワーキング部会について 

   ワーキング部会における検討経緯について、事務局より報告。 

 ②南房総地域観光圏整備計画（案）について 

   事務局より整備計画（案）の提示および説明を行った。これに対する主な意見は以

下のとおり。 

  ・南房総地域観光圏整備においては、地域全体で一律の取り組みを行うのではなく、

南房総地域内の各地区で個性的な取り組みを行い、それらが相乗効果を発揮して南

房総地域全体の魅力アップとなることを目指す。 

・南房総地域の地理的条件や気候条件などは、計画の大前提となる。 

・「観光まちづくり」というと、体験プログラムなどが直結するが、まちの中には様々

なまちづくりグループがある。そのリストアップと連携を図ることも今後重要であ

る。観光業者でない人々を一堂に集め、交流させることが重要である。 

・“家族時間”という言葉を持ってきた、目標像の文言はたいへん良い。 

・二次交通について、鉄道とレンタカーの組み合わせは既にあるが、高速バスとレン

タカーの組み合わせも考えられる。高速バスは多くの便が運行されており、これが

レンタカーと結びつけば、大変な利便性向上となる。 

・ウォーキング拠点（徒歩の拠点）を充実させるべきである。そうした徒歩エリアが、

南房総地域内に広く分布していると面白い。 

 ⇒槙の生垣の美しい道や、誕生寺の裏の道、布良や江見の漁村など、歩いて楽しい

場所が多くある。 

・景観に関わる事業については、マイナスの景観をどうするか、という観点も重要で

ある。 

 ⇒耕作放棄地の荒れた景観がひどい場所もみられる。 

 ③南房総地域観光圏整備実施計画について 

   事務局より実施計画の方向性（骨子）について報告および説明を行い、承認された。

認定申請に向けて、申請代理人を社団法人鴨川市観光協会とし、事務局および申請代

理人に詳細な書類作成を委任することを承認。 
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●住民その他利害関係者の協議会への参加について 

  協議会のメンバーとして、観光圏を構成する３市１町内にある、以下の団体の代表者

等に加盟してもらい、協議会総会やワーキング部会などを通じて広く意見を聞き反映させ

た。 

 

【利害関係者】観光協会他の観光団体 

商工会議所・商工会等の商工団体 

農業協同組合などの農業団体 

漁業協同組合などの漁業団体 

鉄道・路線バス・タクシー等の交通事業者 

 

  【住民代表等】「まちづくり」や「自然環境保護」などの活動を行っているＮＰＯ法人 

         学識経験者としての城西国際大学観光学部教授 

 

 

●パブリックコメント等 

 ・ 圏内で活動する各ＮＰＯ法人などの、定例会等に参加し、観光圏制度に関する説明

や意見の聴取を行い、整備計画に反映させた。 

 ・ 滞在促進地区内の道の駅や宿泊業者等に対し、直接、観光圏制度に関する説明や意

見の聴取を行い、整備計画に反映させた。 

 

９．住民その他利害関係者の意見を反映させるための措置及び反映状況 
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参考資料②：圏域図 


